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ただいまから、文教警察企業常○満行委員長

任委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。

お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○満行委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時45分休憩

午前10時46分再開

委員会を再開いたします。○満行委員長

本委員会への報告事項について説明を求めま

す。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いいたします。

おはようございます。本日○鶴見警察本部長

もどうかよろしくお願い申し上げます。

さきの臨時議会におきましては、補正予算関

係議案の御審議、可決をいただきまして、あり
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がとうございました。あとは、実効ある適正な

予算執行にするために努めてまいる所存でござ

います。

現在の鳥インフルエンザへの県警の対応状況

でございますが、警察本部に私を長といたしま

す宮崎県警察高病原性鳥インフルエンザ対策本

部を設置いたしまして、関係警察署にもそれぞ

れ対策本部、対策室を設置いたしまして、消毒

、ポイント並びに発生現場周辺における交通誘導

警戒活動等、所要の警察活動を展開していると

ころでございます。今後とも、県、関係部局並

びに関係機関、また地元自治体と連携いたしま

して、万全の対応をとる所存でございます。

本日は、お手元に配付しております「平成23

年宮崎県警察運営方針及び運営重点」について

御説明をさせていただきたいと思いますが、内

容につきましては、後ほど警務部長から説明を

させます。

なお、ことしは、春の県警の定期異動が時期

的に若干早くなることがございまして、この執

行部体制での常任委員会は本日が最後になろう

かと思います。２月議会からは、また新しい執

行部体制で常任委員会へ対応させていただくと

いうことになろうかと思います。また新体制に

なりましても、御指導、御支援を賜わりますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

私からは以上でございます。

それでは 「平成23年宮崎県警○根本警務部長 、

察運営方針及び運営重点」について御説明をさ

せていただきたいと思います。

お配りいたしております資料にございますと

おり、本年の運営方針でございますけれども、

昨年に引き続きまして「県民の期待と信頼にこ

たえる力強い警察」とするとともに、サブタイ

トル（副題）としまして「安全で安心な宮崎を

めざして」としているところでございます。

これは、事件・事故等がますます複雑・多様

化する昨今の治安情勢を踏まえまして 郷土 宮、 「

崎」が安全で安心して暮らせることを願う県民

の期待と信頼にこたえるために、宮崎県警の総

合力を結集した力強い警察活動を本年も引き続

き展開しようというものでございます。

この方針のもとでの具体的な取り組みとしま

して、６つ運営重点として掲げております。１

つが「街頭犯罪等の抑止・検挙と犯罪の起きに

くい社会づくりの推進 、２つ目が「交通事故の」

抑止と交通秩序の確立 、３つ目が「重要犯罪の」

徹底検挙と組織犯罪の封圧 、４つ目が「少年の」

非行防止と保護総合対策の推進 、それから「テ」

ロの未然防止と災害等重大事案対策の推進 「被」

害者支援の推進」という形で、６項目を運営重

点に掲げたところでございます。

それでは、それぞれの運営重点について順番

に御説明をさせていただきます。

まず、１つ目の「街頭犯罪等の抑止・検挙と

犯罪の起きにくい社会づくりの推進」でござい

ますけれども、昨年までこの項目につきまして

は 「街頭犯罪等の抑止・検挙と地域安全活動の、

推進」という形にしておりましたけれども、本

年はさらに地域安全活動の活性化を図って、真

に犯罪の起きにくい社会づくりを推進するとい

う意味合いから、表現を変えまして「街頭犯罪

等の抑止・検挙と犯罪の起きにくい社会づくり

の推進」というように変更しております。昨年

との変更点は、この１つ目のみでございます。

、 、まず 街頭犯罪等の抑止対策につきましては

県民が身近に不安を感じる車上ねらいやひった

くり等の街頭犯罪を初めとしまして、空き巣等

の侵入犯罪、あるいは子供や女性が被害となる

性犯罪の前兆と見られる声かけ事案等の対策を
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強化することとしております。

また、依然として後を絶たない振り込め詐欺

につきましても、その撲滅に向けて、しっかり

とした対策を確実に推進して、治安の向上を図

ることが重要であると考えているところでござ

います。

そこで、本年も引き続き街頭犯罪等の抑止対

策としましては、犯罪の多発する時間帯あるい

は場所における制服警察官による警戒活動の強

化や、発生した際の迅速・的確な初動捜査によ

る徹底検挙など、抑止と検挙の両面にわたりま

して諸対策を強力に推進するとともに、振り込

め詐欺対策につきましても、金融機関、各種関

係機関・団体との連携強化を図りながら、その

撲滅に向けた諸対策を推進していくこととして

おります。

他方、犯罪の起きにくい社会づくりの推進で

ございますけれども、地域住民による安全で安

心な地域づくりに向けた防犯ボランティア活動

の活性化を図ることとしております。

さらに、業種や世代を越えて広く県民が参加

する防犯ネットワークを整備し、身近な犯罪や

地域安全に関する情報をタイムリーに県民の

方々に提供するなどしまして、積極的な広報啓

発活動を推進していくこととしているところで

ございます。

続きまして、２番目の「交通事故の抑止と交

通秩序の確立」でございます。

昨年の県内の交通事故でありますが、発生件

数が１万1,000件ちょうどであります。死者数に

つきましては51人、負傷者の数は１万3,145人と

なりまして、死者数につきましては、前年比マ

イナス22人、減少率30.1％でございまして、こ

の減少率につきましては、全国ベスト１になっ

たところでございます。

しかしながら、死亡事故の発生原因を見てみ

ますと、わき見運転などのいわゆる緊張感を欠

いた「てげてげ運転」によるものが多いほか、

全死者数に占める高齢死者の割合が依然として

高い水準で推移しておりますことから、ドライ

バーの緊張感の醸成でありますとか、高齢者の

死者を減少させるなどの事故抑止対策をさらに

強力に推進することが重要であると考えており

ます。

また、飲酒運転でございますけれども、罰則

が強化された以降も、悲惨な飲酒運転による事

故が後を絶たないという現状にあります。飲酒

運転の根絶に向けた指導取り締まりとともに、

事故に直結する悪質かつ危険性また迷惑性の高

、い違反取り締まりを強化することによりまして

交通秩序を確立する必要があると考えていると

ころでございます。

こうした情勢の中で、現在、県民運動としま

して「てげてげ運転追放運動」を展開中でござ

いますけれども、警察といたしましては、引き

続き、高齢者の事故防止と飲酒運転根絶対策等

を積極的に推進しまして 交通事故の抑止を図っ、

ていきたいと考えているところでございます。

続きまして、３番目でございますが 「重要犯、

」 。罪の徹底検挙と組織犯罪の封圧 でございます

まず、重要犯罪でございますけれども、昨年

でございますが、乳児を含む親子３人が殺害さ

れるという本県犯罪史上まれに見る残忍な凶悪

事件が発生しました。こうした事件を初めとし

まして、持凶器強盗事件、現住建造物等放火事

件など、社会の耳目を引く事件が発生しました

けれども、迅速的確な初動捜査と徹底した基礎

捜査によりまして、そのほとんどを早期に検挙

できたところでございます。本年も引き続き、

県民に不安を与え、その安全を脅かす殺人ある
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いは強盗などの重要犯罪の徹底検挙を図ってい

くこととしております。

一方、組織犯罪対策でございますけれども、

暴力団の中枢幹部を検挙するなど、暴力団組織

の壊滅に向けた取り締まりを初めとしまして、

覚せい剤及び大麻事件の検挙など、薬物事犯に

対する取り締まりも強力に推進したところでご

ざいます。

そこで、本年につきましても、暴力団を初め

、とする犯罪組織に対する取り締まりとしまして

構成員等の徹底検挙と資金源封圧のための諸対

策の推進並びに県民生活を脅かす銃器あるいは

薬物事犯の徹底検挙を推進してまいりたいと考

えているところでございます。

また、２月議会でございますけれども、宮崎

県暴力団排除条例の議案上程を予定しておりま

す。この条例案におきましては、県、市町村は

もとより県民と相互に連携・協力して、暴力団

排除を推進していくこととしております。

したがいまして、宮崎県暴力追放センターな

ど関係機関・団体と連携した広報啓発活動によ

りまして、県民の意識高揚を図って、暴力団排

除に向けた安全な社会づくりを推進していくこ

とにしております。

続きまして、４番目は「少年の非行防止と保

護総合対策の推進」でございます。

少年の非行を防止し、次世代を担う青少年の

健全育成を図ることは、極めて重要な課題でご

ざいまして、昨年でありますが、非行防止教室

の開催でありますとか、関係機関・団体との連

携による街頭補導活動などに取り組んだところ

でございます。

、昨年の少年の非行情勢でございますけれども

これまで減少してきました刑法犯少年の検挙人

員が５年ぶりに増加傾向を示すなど、極めて厳

しい情勢にあると認識しているところでござい

ます。

そこで、本年でございますけれども、過去に

取り扱った非行少年の立ち直り支援活動を実施

するなどしまして、少年に手を差し伸べる立ち

直り支援活動や少年を見守る社会機運の醸成と

いった非行少年を生まない社会づくりを積極的

に推進することとしております。

また、近年、インターネットに起因します児

童の犯罪被害が増加しているところでございま

すけれども、これを防止するために、児童が使

用する携帯電話に係るフィルタリング100％普及

を目指した取り組みとしまして、携帯電話の販

売店に対する要請でありますとか児童や保護者

に対する啓発活動についても強力に推進するこ

ととしております。

また、児童が被害者となります児童ポルノ事

、 、件などにつきましても 積極的な検挙に努めて

被害児童に対しましては、的確な保護・支援活

動を実施してまいりたいと考えているところで

ございます。

続きまして、５番目は「テロの未然防止と災

害等重大事案対策の推進」であります。

依然として世界各地で大規模無差別テロが続

発しておりますが、その中で日本もその標的と

して名指しされていることもありまして、極め

て厳しいテロ情勢が続いているところでござい

ます。

本県警察としましても、全国警察と連携して

総力を挙げてテロリストの入国を阻止するため

に、テロの関連情報の収集、あわせて公共交通

機関等に対する警戒警備を強化するとともに、

関係機関・団体と緊密な連携を図って、テロの

未然防止を図ることとしております。

また、本県は、台風、竜巻、地震などの自然



- 5 -

災害の発生が危惧されます。こうした災害等重

大事案の発生時において、迅速かつ的確に対処

できるように、平素から各種事案発生を想定し

た実践的な訓練を行うなどしまして、諸対策を

推進することとしております。

最後は 「被害者支援の推進」であります。、

警察は被害者にとって最も密接にかかわる機

関でございまして、被害の回復や軽減につきま

して、県民から大きな期待を寄せられる立場に

ありますことから、被害者の視点に立ったきめ

細かな被害者支援を確実に行っていくことが重

要であると考えております。

本年も引き続き、知事部局、市町村、みやざ

き被害者支援センターなど関係機関・団体と緊

密な連携によりまして、総合的な被害者支援活

動に努めるとともに、社会全体で被害者を思い

やり、支える機運を醸成するための積極的な広

報啓発活動を推進することとしております。

以上、本年の運営方針及び運営重点について

御説明を申し上げました。本年も引き続き、県

民の負託にこたえるべく、力強い警察の構築を

図って、各種警察活動を積極的に展開すること

といたしておりますので、今後とも、どうぞ御

、 。理解 御支援のほどよろしくお願いいたします

以上でございます。

執行部の説明が終了いたしまし○満行委員長

た 報告事項について質疑はございませんでしょ。

うか。

運営事項の中の５番目にテロ未然○中野委員

防止という説明がありましたが、宮崎県が想定

されるテロというのは、いかがなものがあるの

か。先日はロシアで空港自爆テロがありました

が、ああいうことは起こらないとは思うんです

けれども、想定されるテロというのはどういう

ものがあるのかをお聞かせください。

宮崎県ではというふうに限定○中原警備部長

したテロは想定しにくいんですけれども、委員

の先生方御承知のとおり、やっぱり爆弾テロと

か、それから現在インターネットが非常に発達

しておりまして サイバー空間を使ったサイバー、

テロ等が考えられるところであります。

ぜひそういうことが発生しないよ○中野委員

うに、未然防止をよろしくお願いしておきたい

と思います。

次に、災害等重大事案対策の推進ということ

で、台風、竜巻、地震ということで言われまし

たが、昨日は新燃が爆発しました。えびのから

も本当に寒気か何か恐怖感を覚えるような噴煙

で、たまたま鹿児島県出身者が私の隣におった

んですが 「桜島もあんな爆発はせん」と言うぐ、

らいの噴火でありました。ただ、気象庁等の取

り上げ方がレベル３ということで、余り大した

ことはないような話でしたが、その噴火等はこ

れには入らないわけですか。

当然この突発的な災害という○中原警備部長

範疇でございます。したがいまして、昨日の17

時をもちまして、警察本部に警備二課長以下の

、 、 、警備対策室 それから関係警察署 小林警察署

えびの警察署、都城警察署に、それぞれ警察署

の警備連絡室を設置したところであります やっ。

ております活動といたしましては、レベル３と

いうことで、入山の規制ということで、火口か

ら２キロでの規制が張られておりますので、立

入禁止のためのパトロールの強化等を現在行っ

。 。ておるところでございます 以上でございます

重点項目２番目、交通事故の抑止○松田委員

のところで、死亡者数減少率が全国のベスト１

と、大変うれしい報告をいただいたんですが、

どのような御努力があってこのような結果が出

たのかお教えいただけますか。
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前年が73でして、去年が51と○椎葉交通部長

いうことで、死者数は非常に大幅に減少したん

、 、ですけれども この51人になった結果について

どの対策をしたからこうなったという確たるも

のはございません。いわゆる延々と交通安全対

策はやってきているわけでありまして、その中

、 「 」で 一昨年あたりから てげてげ運転追放運動

というのが新たに加わって対策をやってきてい

ますけれども、この対策をやったからこれだけ

の死者が減少しましたよということは確定的に

申し上げる確たる根拠はないというのが実情で

あります。

参考までにお教えください。自殺○松田委員

で亡くなった方のカウントは、自殺を企図され

て24時間以内と聞いておりますが、交通事故で

死亡者というのは、交通事故に遭遇されてどれ

ぐらいの期間までとかいう縛りがあるんでしょ

うか。

、○椎葉交通部長 統計上の交通死者というのは

事故発生から24時間以内に死亡した者を交通死

者というふうに統計上とっております。ただ、

別途 表に出てきませんけれども 一応私ども30、 、

日死者というのを持っていまして、それは１カ

月以内に亡くなった者は30日死者という形で別

途統計がございます。昨年は私の記憶では８人

ぐらいだったように記憶していますが、でも、

一般的に私どもは、24時間死者で統計はすべて

動いております。

１番に当たるんじゃないかと思い○長友委員

ますが、オレオレ詐欺というのは相変わらずま

だ残っているわけでしょうけど、最近、一番私

どもが信用を置いている警察あるいは弁護士等

を名乗って成り済ましてくる事象がふえてきた

ということがありまして、県民へのそのあたり

の啓発というか、警察とか弁護士とか、あるい

は公務員もそうでしょうけれども、カードの提

示とかそういうのを求めることは絶対ないとい

うような、そういう認識をしっかりさせていか

、ないといかんのじゃないかと思いますけれども

そのあたりの啓発活動とか何とかはどの程度に

なっているんだろうか、ちょっとお尋ねしたい

んですが。

振り込め詐欺の特にオレオレ○柄本刑事部長

詐欺について御説明をいたします。最近、警察

官とか弁護士を名乗ったりという事案というの

は、昨年は本県では３件なんですけれども、全

国的にはやはりふえている状況にあります。架

空請求詐欺とかそういうほかの融資保証詐欺と

いうのは減少の中で、オレオレ詐欺がふえてい

るというのは、やはりそういう芝居がかった部

分に非常にだまされやすいというか、そういう

傾向にあるということで、宮崎で発生とか、そ

ういう不審な電話があったりというときは、全

国の警察が連絡をとって連携して、すぐ広報す

る形をとっております。被害が出て、そして被

害回復のための手配は即やりますけれども、そ

ういう不審な電話があったことを認知した段階

で、本県におきましても防犯・防災メールとい

うのがありますが、それを通じて流す、それか

ら、マスコミを通じて、こういうのが来ており

ますから気をつけてくださいという広報活動を

やっております。しかし、残念ながら、やはり

どうしてもそういうふうに被害に遭う方もおら

れますので、引き続き、これは息の長い広報を

やっていかざるを得ないというふうに考えてい

ます。絶対警察とかがカードを持ってきてほし

いとか暗証番号を聞くとか、そういうことはあ

り得ないわけで、ただ、どうしても電話口でだ

まされてしまうという傾向がありますので、警

察としても また今後ともしっかりと関係機関・、



- 7 -

団体と連携をしながら、広報活動をしっかり進

めて、被害の絶滅に向けて対応してまいりたい

。 。というふうに考えております 以上であります

今のお話にありましたとおり、な○長友委員

かなか大変な作業でしょうけれども、そういう

警察官等が提示を求めたりすることは絶対ない

んだというようなことをまた折に触れ宣伝して

いただくとありがたいなと思いますので、よろ

しくお願いします。

そのほかございませんか。○満行委員長

その他で何かありませんでしょうか。

きのうの噴火のことでちょっとお○中野委員

尋ねしますが、このレベル３、先ほども説明が

ありましたが、火口の２キロ以内は入山禁止で

すよね。きのうのあの噴煙を見て、風下のほう

は、恐らく高千穂峰とか、あのあたりもかなり

の噴煙があって、視界のきかないところだった

と思うんですよね。鉄道も吉都線やその他が運

休、それから高速道路、その他の県道も通行ど

めになるのに、火口２キロ以内入山禁止という

その考え方、実際は風向きが今度は南からの風

になれば、韓国岳だって登山ができないと思う

んですよね。あるいは、今の風下になっている

高千穂河原等もできないと思うんですが、実際

の登山の禁止は、どこ辺まで規制になるんです

か。

レベル１からレベル５まであ○中原警備部長

るんですけど、これはあくまで気象庁が決めて

おる基準でございまして、それに基づいて、気

象庁のほうからレベルが示されるわけでありま

す。委員御指摘のとおり、きのうはレベル３ま

で上がったということでございまして、火口か

ら２キロは入山禁止と、基本的にはそういうふ

うにレベル３では書いてあります。したがいま

して、火口から２キロ以内に人を入れないよう

にということについては、当然警察も人命の保

護ということで活動するわけですけれども、基

本的には、市町村が案内板なりバリケードなり

張って入山させないという措置をとるんだろう

と思っております。

どうもその辺が現実と合わないよ○中野委員

うな気がするんですよね 先ほど 都城・小林・。 、

えびの署に指示されて対策を打たれたような話

でしたが、韓国岳の頂上はえびの警察署の管轄

ですよね、えびの市内ですから。しかし、頂上

からすぐ南におりたら鹿児島県、そして登山口

は大方えびの市、えびの高原ですから、えびの

、 、 、警察署 宮崎県側 それから高千穂峰の頂上は

これは高原町だから小林署の管轄、宮崎県、と

ころが、大方の人の日常の登山口は高千穂河原

だから鹿児島県ですよね。その辺は、きのうは

どういう連携をとられて鹿児島県と宮崎県がさ

れたのか。今後、爆発がどんなふうに進むかわ

かりませんが、今後の対応はどうなるのか。そ

してまた、きのうは実際、高千穂峰にどのくら

、 、い登山しておって 危険だからおりなさいとか

そういう指示があったのかどうか、そこまで至

らなかったのかどうかを含めてお尋ねしたいと

思います。

まず、各警察署間の連携、そ○中原警備部長

れから隣県の鹿児島県との連携ということでご

ざいますけれども、これにつきましては、本県

内の警察署につきましては、警察本部のほうか

ら指示をしておるところでございますし、鹿児

島県とは、県ですね、宮崎県と鹿児島県が連携

、 、するであろうし それから小林市と霧島市とか

そういう市町村レベルでは市町村レベルで、新

燃岳を囲んでの行政は連携をとるんだろうと

思っています。それと、その市町村を管轄する

警察署は、当然その市町村と連携をとりますの
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で、鹿児島県の警察署との連携も今後とってい

かざるを得ないといいますか いくべきだと思っ、

ております。昨日、高千穂峰にどのくらい登山

、 、者がおって どのくらい避難勧告といいますか

下山を促したかということについては、承知し

ておりません。それと、鹿児島県の警備部の警

備第二課、うちの警備二課と連携をとっており

ます。

それと、えびの高原に派出所があ○中野委員

りますが、常駐型ではないですよね。こういう

ときには何かそういう体制をとられるんでしょ

うか。

、 、○中原警備部長 現在 えびの警察署のほうで

えびの駐在所の施設には上がって連絡体制を

とっておるというふうに承知しております。

大変御苦労さまです。鳥インフル○松田委員

エンザ関係で２点、新燃岳で３点お伺いしたい

と思います。

21日に発生をいたしまして、22日の朝３時、

私たち県会議員は県庁からのファクスをいただ

いております。当日の午後１時半から延岡の家

。 、畜保健衛生所で関係者の会議がありました 私

その後すぐ延岡署に行きましたら、署員の方々

が休日を返上して自主的に登庁して防疫服等の

用意をしていらっしゃったんですが、そこで、

今こういう会議があったよと言ったら知らな

かったと。自分たちはそんな会議があったこと

も知らないし、また県からの連絡ファクス等も

受け取ってない、ただ、鳥インフルエンザが発

生したという情報のみで自主的に動いていらっ

しゃったんですが 県庁で対策本部が立ち上がっ、

たのはその後なんでしょうけれども、県警と県

庁の連絡体制はどうであったのか。例えば、す

ぐに各所管の県内各地の家畜保健衛生所等々で

会議があったんですが、それに警察の出席要請

はどれぐらいあったものなのか。その連絡体制

、 。の一端として そこの分からお伺いいたします

まず 各警察署に対する指示・○中原警備部長 、

連絡でございますけれども、これは第１例が発

生した時点で、各警察署の担当課には連絡・指

示をしております。特に発生地であった宮崎北

警察署を中心に連絡をしております。

それから、２点目の保健所あたりから会議へ

の出席要請という話ですが、高鍋警察署で新富

町の役場から要請がありまして、３回会議に出

席をしております。それから、えびの警察署か

らえびの市役所の要請に基づいて会議に１回出

席をしておると。それから、当然知事部局の県

の対策本部、これにつきましても、すべて警察

本部長が出席をしております。以上でございま

す。

そういった形で移動制限区域発生○松田委員

中心地では当然のように皆さん方が参加してい

るんでしょうが、県内全域で警察官の方々が一

斉に動いているのに、そこに要請がなかったと

いうのは、警察からも何らかもっと連絡体制を

密にするようにと要望してしかるべきだと思う

のですね。また、延岡でも自主的な消毒ポイン

トを設ける、これは警察の皆さん方のお手は煩

わさないことなんでしょうけれども、さまざま

なことで、やはり一番最終的には警察の方々が

４年前の鳥インフルのときも尽力をされたと聞

いております。例えば、こういうことがありま

すよね。カラスが死んでいた、何が死んでいた

といったときに、保健所に連絡をしても手が足

らんからとたらい回しにされて、結局は警察官

がその確認に行ったということも聞いておりま

すが、そういったタグの組み方がまだまだ甘い

んじゃなかろうかと思っておりますが、いかが

でしょうか。



- 9 -

委員の御指摘の趣旨はよく理○中原警備部長

解しているつもりでございます。当然日ごろか

らそういう機関との連携は密に持つべきであっ

て、良好な関係を維持しておるわけですけれど

も、この事鳥フルに関しましては、積極的にう

ちのほうから会議を持とうじゃないかとか、会

議を集めてくれということじゃ組織的になって

おりませんで、当然要請があれば入りますし、

入らなければいけない、最初から組み込まれて

いる会議につきましては、当然出席をします。

そういう枠組みになっておりまして、第一優先

的には警察がやるべき任務といいますか業務を

優先して、警察は独自で自主ポイント、消毒ポ

イントの誘導警戒等に当たったというのが実態

であるというふうに認識しております。

ありがとうございました。○松田委員

２点目まいります。資材に関して伺います。

口蹄疫のときにつくった防護服というんでしょ

うか、それから、さまざまな資材がそれぞれの

警察署で保管してあると思うのですが、それは

今回の鳥フルと兼用ができるんでしょうか。そ

れともまた、鳥は鳥で新たなものを用意しなく

てはいけないものなのか、その備品の部分をお

伺いいたします。

まず最初の御質問ですが、白○中原警備部長

い防疫服の使用といいますか、その効能ですけ

れども、基本的には口蹄疫のときに使ったもの

、 、と 今度鳥フルのやつとは一緒でございまして

ウイルスとか血液を通さないという性質のもの

になっております。それとまた、どういう資材

を持っているかという話ですけれども、現在、

消毒ポイントで勤務している警察官は感染症防

疫対策キットというのがありまして、これは鳥

フルの発生に備えて、県警で約4,000セットを備

蓄しておったんですけれども、これを現在使っ

ております その中身は 防疫服とそれからゴー。 、

グル、それからマスク、ゴム手袋などが一つの

キットになっておりまして、これを使って今勤

務しております。以上でございます。

4,000着の備えがあるということ○松田委員

で、新規購入はなしに、今の現状でしたら、こ

れを使うということですね。わかりました。あ

りがとうございます。

次、新燃岳のほうにまいります。今、中野委

員のほうから御指摘がありましたが、現在の警

備状況、特に県ではこれは対策本部でも立ち上

がったものなのかどうなのか、お教えいただけ

ますか。

聞いているところによります○中原警備部長

と、知事部局は警戒本部を立ち上げておると。

本県警察にあっては、警備２課内に警備課長を

長とする警備対策室を設置しているところであ

ります。

済みません、教えてください。対○松田委員

策本部と警戒本部はどのように違うものなんで

しょう。

知事部局のほうにつきまして○中原警備部長

は、詳しい中身は承知しておりません。

私ども、きのう小林の市民病院に○松田委員

夕方視察に行った途中に降灰に遭いまして、高

速道路がシャットアウトされる寸前まで高速道

路を走ったんですけれども、きのう灰がずっと

降っておりました。ざあっと車が音を立てて、

ワイパーを動かしても車に傷が入るので、ワイ

パーを使わないという状況だったんですが、あ

れは火山れきが飛んできたら大変なことだった

なと、ぞっとしているところです。けさ方、２

時から３時でしたか、宮崎でもかなり大きな揺

れとか風を感じたということで、110番が集中し

たと聞いておりますが、どれぐらい110番、市民
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から通報があって、またそれに何人で対応でき

たのか、対応し切れたものなのかどうなのかを

お教えください。

昨夜のそれに関する110番○横山生活安全部長

の入電状況ですが、300件余り関連する110番が

ございました。これは噴火を御存じの方から

の110番もございましたし 振動があって ひょっ、 、

としたら泥棒じゃないかということでの通報が

あったりということで、それぞれ通信指令室が

初動対応ということで、各警察署、交番等を指

揮して対応に当たらせたということでございま

す。以上です。

300件というと大変な数なんです○松田委員

が、回線が幾つで、そのとき対応した職員が何

人であったのか 突発的にこういう災害が起こっ、

た場合に、県警は電話対応ができ得るものなの

かどうなのか、お教えいただけますか。

110番の回線と対応であり○横山生活安全部長

ますけれども、８回線、110番の受理回線があり

まして、同時に８件の110番対応はできるという

ことでありますし、当直体制で対応することと

しております 若干のずれがありましても しっ。 、

かり対応できるような体制にしております。各

警察署においても、110番以外で一般加入電話で

受理したりすることもありまして、対応に不備

。 、を来したという状況はございません ちなみに

平成18年９月に延岡で竜巻災害がありましたけ

れども、これは45分間に約40件ありまして、こ

れもその対応にそごを来したという状況はない

と聞いております。以上であります。

、 、○松田委員 もう１点 ８回線と伺いましたが

人数８回線に対して８人が当直でいらっしゃっ

たのか、何人でその８回線の電話に対応したの

か。

１当務が司令官以下５名○横山生活安全部長

今おります。ですから、８回線あっても、８回

線を同時に受けられるという状況ではありませ

んけれども、自席で切りかえながら対応できる

という状況でありまして、その待ち時間が若干

あったとしても、例えば、殺人とかそういうも

のではありませんので、的確に対応できたとい

うことであります。

最後に１点です。市民の方々から○松田委員

噴火だということを知らずに電話をされた方が

多いように聞いているんですが、例えば、レベ

ル３という告知が大変低かったんじゃないかと

いう御指摘もあったんですが、みんな市民が何

かあったときにテレビをつけて、ＮＨＫとかの

。 。テロップを見るんですね 何も流れんかったと

だからこれは天災じゃなくて、そういったガス

爆発か泥棒かというふうに思われた方が多いと

聞いたんですが、ああいうとき、例えばＮＨＫ

なり民放各社に、こういったものがあったとテ

ロップを流せというような、そういう県民に対

する天災、緊急時の告知というシステムはどう

いうふうになっているんでしょうか。

、○横山生活安全部長 自然災害でありますので

警察が一次的に対応、要するに県民の皆さんか

らの問い合わせとか初動的な対応については警

察が対応いたしますけれども、その告知という

か周知という意味で警察が動くということはな

いというふうに考えております。

じゃ、もう一回。天災であったか○松田委員

ら、今回警察のほうからそういったマスコミへ

の周知はないということで、例えば、大きな事

件が夜中とか発生、そういうときに、警察から

ガス爆発とかさっき言ったテロとかで多くの

方々に少なからず人材の影響を与える状況が発

生したときには、何らかの形というか、マスコ

ミに連絡をして、そういうことが起こったとい
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うことを県民に周知させるような連絡体制とい

うのはとれているものなんですか。

もちろん警察の活動とし○横山生活安全部長

て、避難等の措置という活動についてもやりま

すけれども、一次的にはやっぱり自治体、行政

、機関がその任務を担っているわけでありまして

その先生が御指摘の重大な事件、犯罪、そうい

う場合には、当然警察として、その所轄警察署

あるいは県警本部で広報とか直接呼びかけると

か、パトカーを回すとか、そういうことは当然

やることとしております。

そこで、県民が一番真っ先に情報○松田委員

を得るのは、どうしてもテレビですので、マス

コミへの連絡体制が直に警察からできるのかと

いうことを教えていただきたいのですが、どう

なんでしょう。

ですから、今のは自然災○横山生活安全部長

害ということですか。

自然災害は管轄が違うということ○松田委員

で理解をしたんですが、皆さん方の管轄の中の

事件等々ですぐに県民に告知をしなくちゃいけ

ないという状況が発生したときに、テレビ局に

。ぽんと連絡が行けるようなシステムがあるのか

広報の責任者を持ってお○横山生活安全部長

、 、りますので これはその必要性があるときには

当然そういうお知らせということもあり得ると

思います。あるいは、先ほどちょっと刑事部長

のほうからありましたけど 緊急のファクスネッ、

トワークとか、あるいはメールとか、防災防犯

メールというのも持っておりますので、直ちに

告知というか周知をする手段もございます。以

上であります。

口蹄疫の場合には対策本部ができ○長友委員

まして、警察本部長もそのメンバーとして出ら

れたと思うのですけれども、今回の新燃の爆発

に関しては、そのレベルの会合というのはまだ

あってないわけでしょうか。

まだその段階のレベルには○鶴見警察本部長

至っておりません。ただ、先ほども警備部長が

申し上げましたように、警察本部内、また管轄

署にそれぞれ対策室、また知事部局なら知事部

局で対策本部を持っておりますので、これはい

ろんなレベルでの連携はとれるようになってお

りますので、その段階になれば即刻そういった

連絡体制、それから一緒に作業をしていくとい

うようなことになろうかと思っております。

レベルについては、気象庁あたり○長友委員

が一応把握をして、そこから自治体等を通して

来るんだと思いますけれども、溶岩流とか何か

、 、になってくれば 多少起伏があるものですから

時間もあって体制がとれると思うけど、やっぱ

り火砕流がガスでしょうから、これになります

と、どういう方向、風向き等もあるでしょうけ

ど、その地形の起伏を越えて流れる可能性があ

りますので、非常にこれは大変なことになろう

かと思うんですね。普賢岳での火砕流、これは

大変なことでありましたけれども、したがいま

して、そのほかに降灰とか小さい石等が降った

わけですけど、交通状況等に関しても、やっぱ

りいろんな支障が出てくるんじゃないかと思い

ますので、レベルがレベルだっただけに、そこ

まで警察本部長まで交えた会議等には至らな

かったと思いますけれども、今のテロップの問

題もひっくるめて、これはまた知事部局のほう

にも要望していきますけれども できるだけやっ、

ぱり県民に情報が伝わるようなことを警察本部

のほうからもまた機会を設けて、知事部局の方

。にも伝えていただくとありがたいなと思います

きのう、建物構造によるかもしれませんけれど

も、我が家あたりは木造の昔の家でしたから、
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非常に風でも障子とか戸が揺れるんですけれど

も、風がないのにそういう音がずっとして、だ

れか人がやっぱりいるような気配がするので、

泥棒が中に入ってきたのかという感じもするわ

けですね。それと同時に、火山性微動という言

葉を私どもは聞きましたので、これは例の新燃

岳の影響でこれはずっと起こっているんだと、

時折またドーンというようなそういう衝撃もあ

りましたので、かなりそれが来るということは

活発にやっているなという状況はわかったんで

すけれども、恐らくそういう情報に接せられな

かった方は、さまざま心配があって、110番通報

を行ったんじゃないかなという気がいたしてお

ります だから やっぱりこういうことが起こっ。 、

たときには、県民が広く情報がわかるような、

そういうものが欲しいなというのを感じたとこ

ろでありました。これは要望としてお願いして

おきたいと思います。

新燃岳のことについてですが、先○宮原委員

ほどレベル５まであるということでしたけれど

も、レベル５じゃないのかなとこっちは思うの

ですが、レベル４とレベル５というのは、一体

どんなものなんですかね。わかりますかね。

噴火警戒レベルということで○中原警備部長

ございまして、このレベル１からレベル５まで

ですが、簡単に説明させていただきますと、レ

、 、ベル１というのは 火山の状態が静穏であると

いわゆる普通であるという話ですね。レベル２

になると、火口周辺に影響を及ぼすということ

で、火口周辺に規制をするということで、端的

に言うと、頂上付近まで行かなければいいとい

う話だろうと思います。それから、現在出てお

りますレベル３は、先ほど来言っておりますよ

うに、火口から２キロが規制の範囲と、立入禁

止というような状態でございまして、レベル４

になりますと、居住地域に重大な被害を及ぼす

噴火が発生すると予想される場合ということで

ございますので、これはあくまでも専門家が判

断するんだろうと思いますが、我々にとって必

要になってくるのは、その避難の準備だとか避

難勧告だとか、そういう準備をしてくるのがレ

、 、ベル４ということでございまして レベル５は

居住地域に重大な被害を及ぼすということが切

迫しておる状況にあるということで、直ちに避

難をすると。危険な居住地からの避難とか必要

な措置をとるというのがレベル５というような

ふうに区分けされております。以上でございま

す。

そこで、きのう、夜中の２時半ご○宮原委員

ろ、家から火柱が上がるのが見えるわけです。

山全体が赤くなっているわけで、初めてああい

う光景を見たんですが 一般の人が見ると こっ、 、

ちにもいろいろ溶岩なり流れてくるんじゃない

かというような、多分大抵の方が心配されたん

だろうというふうに思います。一斉にどこも電

気がつき出すし、車が動き出すんですよ。夜中

の２時半から３時半ごろにかけて。ずっとそう

いう状況が続くものですから、一応家から見る

のもですけど、一たん車で外に出て、ちょっと

見えやすいところに出てみたら、どんどん車が

山に近づくんですよ、皆さん、見る場所をです

ね。どんどん近づいていって、より近いのを写

真に撮りたい、近づきたいということになるん

でしょうけど、家に帰って防災マップがありま

したので、ここで見ると、新燃岳から直線で２

キロにしたときに、ちょうど夷守台というあの

周辺が入るということになってましたので、夷

、守台までは２キロ以内は入ったらだめですから

そこまでは車で登れるということに今度は逆に

なりますから、多分、どんどん車が動き出しま
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したので、山に逆に人間の心理として離れれば

いいのに近づきたいという、それを近くで見た

いという状況があるのかなという感じがしたも

んですから、だから２キロの入山禁止というこ

となんでしょうけど、やっぱりある程度のとこ

ろで、これから先はというのは多分一般の行政

でもできないのかなと思いますので、警察のほ

うと連携をとっていただいて、できれば登らせ

ないというような、道路って何本もはないです

ので、そういうような対策をとられたほうがよ

かったんじゃないかなという気がしました。今

、 、 、後 その防災マップを見ると 噴火をした場合

熱風がどういう方向に流れますよというのが防

災マップに書いてありましたので、それを見る

と、高原町、いろいろ尾根もある関係でしょう

けど、高原町の狭野地域には熱波が来るという

ような、そういう地図になっていましたので、

そういうのを考えると、噴火をどんどんしてい

るわけですから、それで山に近づくというのは

自殺行為だなという感じがしたものですから、

やっぱりそういうところも、今回はされなかっ

たと思いますので、やっぱりそういうところも

対策会議なりではやっていただいたほうがいい

のかなというふうに思いました。

それともう一つは、先ほどからテレビの話が

出ますが、自分も２時半ごろからずっとテレビ

を見るんですけれども、やっぱりどこどこ地域

に対しては、今の状況では大丈夫ですよという

のが出ないんですよね。どこのチャンネルを見

ても出ないもんですから、やっぱりこれは何ら

かのそういった報道がないと、皆さん、不安に

なるんじゃないかなということは感じたところ

でありますから、そこについては、何かあれば

お聞かせいただきたいと思います。なければい

いですけど。

今の繰り返しになるんですが、昼○中野委員

は噴煙、夜は火柱で、本当に不安というか怖い

思いはしました。それで、メディアの報道の仕

方ですよね、警察も云々という話がありました

が、実際は気象庁と警察もネットワークが組ん

であって、気象台から情報をとられているのか

ということと、それと同じように、メディアも

気象庁といつも連携をとって、そこからの情報

をもっていろいろ報道されていると思うのです

よね。それで、恐らく３時半ごろから私は気づ

いて、噴煙を見て、ここの県の危機管理局にど

うなるのということでしたんですが、正直言っ

て、余り真剣でなかったという気がしました。

、 。テレビをかけたけれども 何も情報は流れない

それで、その時点はレベル２なんですよね。恐

らく私は６時のニュースでちょっと見たら、レ

ベル３に６時過ぎになったということで字幕が

出ましたよね。だから、その一番怖い思いをす

るときの情報がテレビから報道されない。字幕

も出ないということで、気象台のレベル３のや

り方が遅かったんじゃないかなと。それでレベ

ル３にならないものをメディアの人たちが報道

、 。するはずがないと そういう気がしたんですよ

その分だけ、私はえびの市しかいませんでした

が、みんな立ちどまって霧島のほうを見て、見

た人が何か不安げな見方をしたり、さっき言っ

たように、もっと見えるところに車で移動した

り、そういう光景があったんですよ。だから、

さっきはえびの高原からの登山口の話と、高千

、穂河原のことと管轄の話をちょっとしましたが

どうも僕はレベル３でも何か物足りない気がし

たので、そういう質問をしたんですけれども、

もっとこういう場合には、初めて霧島がああい

う噴火をするというのは全く想定していないも

のだから、本当に驚いたんですよね。だから、
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初めてのことだから、もっとメディアも報道す

べきじゃなかったのかなと。あるいは、気象台

ももっと真剣に報道して、県民の安心のために

一役買ってほしかったなという気がしてならん

のですよね。だから、今後どんなふうに噴火が

来て、もう一回来て、２回目はああそんなもの

かなということになりますけれども、きのうは

そういう意味で、どうもメディアの人たちもい

まいちだったなと。それと気象台が、気象台か

ら見れば専門家が判断することだから、これは

、 、レベル２ レベル３に仕方のスピードの問題と

レベル３であっても、余り気象台としては慌て

ないというか、そのことがかえって報道されな

。かったんじゃないかなという気がしたんですよ

今のはそういう一つの話として言いましたが、

要は警察も気象台との情報で動かれているのか

ということと、わかっていれば、報道と似たよ

うなことはわかりませんよね。そのことをお尋

ねします。

まず１点目、気象台との情報○中原警備部長

、 。 、交換会議は 警察本部やっております 昨日も

昨夜やっております。それと知事部局の危機管

理課、こことの連携もしております。

それから、もう１点、メディアの活用の話で

ございますけれども、これは一次的にはよその

役所の話でございますので、警察が第一次的に

火山情報等をメディアにお願いして県民にお知

らせするというのはないというふうに思ってお

りますが、当然ほかの役所から出る話だと、メ

ディアにはお願いされる話じゃないかなという

ふうに感じております。それと、別に防犯防災

ネットワークというのがあって、防犯情報とか

防災ネットワークで情報が出ますので、それで

契約されている方は、携帯にそういう情報は自

動的に入ろうかと思っております。

国民保護法という法律があります○中野委員

よね。あれが５～６年前にできて、その対応や

、 、ら訓練やらが順次あると思うのですが あれは

万が一のことでの法律だと思うのですが、自然

災害も、例えば巨大噴火とか巨大地震という場

合も対応するんですがね。

基本的には災害は災害対策基○中原警備部長

本法という法律で仕事していくというふうに考

えております。

よろしいでしょうか。○満行委員長

では、ないようですので、以上をもちまして

警察本部を終了いたします。執行部の皆様、御

苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時44分休憩

午前11時50分再開

委員会を再開します。○満行委員長

その他何かありませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないですので、以上で委員○満行委員長

会を終わります。

午前11時50分閉会




